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 「トビタテ！留学JAPAN」第２ステージを支援 

 

～１億円を寄附するとともに、「グローバル人材育成コミュニティ協議会」を通じて、運営面でも協力～ 

 

 

第一生命保険株式会社（社長：稲垣 精二、以下「当社」）は、国・企業・大学等が協働し、大学生や高校生の海外

留学を支援する「トビタテ！留学 JAPAN」に１億円を寄附するとともに、「グローバル人材育成コミュニティ協議会」を

通じて、運営面でも協力していきます。 

 

「トビタテ！留学 JAPAN」は、意欲と能力ある全ての日本の若者が、海外留学に自ら一歩を踏み出す機運を醸成

することを目的として、2013 年に閣議決定された「日本再興戦略」の一施策として推進されてきましたが、上昇基調

にあった日本人留学生数は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、大きな影響を受けました。 

そこで、文部科学省では、コロナ禍で落ち込んだ留学生数を、少なくともコロナ前の水準に回復することを目指し、

産学官あげてのグローバル人材育成の取組みを再構築するため、2023 年度より「トビタテ！留学 JAPAN」第２ステ

ージの実施を決定しました。 

本プロジェクトは、新たなビジョン「日本の若者が世界に挑み、“本音と本気”で国内外の人々と協働し、創造と変

革を起こす社会」及び、コンセプト「Challenge, Connect, Co-create」を掲げています。より発展的に進化した事業の

ひとつである留学支援制度「新・日本代表プログラム」は、民間寄附を中心に、将来、「社会にイノベーションを起こ

すグローバル探究リーダー」や、「自ら社会に変革を起こしていくグローバルリーダー」として日本の未来を創る人材

を育成する新たなプログラムです。 

 

来るべき Society 5.0（超スマート社会、創造社会）に向けて、多様な価値観を尊重し、地球規模の課題を俯瞰して

考察できるグローバルな視野を持った人材の育成は欠かせません。 

当社グループは、日本、そして世界の国と地域で、すべての人々の well-being に貢献し、社会とともに未来を築く

存在でありたいと願っています。そこで、本プロジェクトに賛同し、１億円を寄附するとともに、「グローバル人材育成

コミュニティ協議会」を通じて、運営面でも協力していきます。 

本プログラムを通じ、海外に飛び立つ学生たちが、文字通り「日本代表」として、高い志をもって、充実した留学生

活を送り、真のグローバル人材として、日本や世界の発展を担うリーダーとして活躍してくれることを期待しています。 

 

「トビタテ！留学 JAPAN」 ウェブサイト https://tobitate.mext.go.jp/ 
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大学生の留学生数の推移 

2020 年度の留学生数は、ピークの 2018 年度と比べて▲99％の大幅減 

 

（出所）（独）日本学生支援機構「日本人学生留学状況調査」  

 

「グローバル人材育成コミュニティ協議会」 渡邉光一郎代表幹事メッセージ 

「トビタテ！留学 JAPAN」の主旨に賛同し、若者の留学を応援するため、「グローバル人材育成コミュニティ協議

会」の代表幹事として、（一社）日本経済団体連合会副会長、中央教育審議会会長も務める当社会長渡邉光一郎が、

メッセージを発信しています。メッセージの要旨は、次の通りです。 

 自然体でいくと、グローバル人材育成の志向が弱まりかねないと危惧している。一方で、こうした状況だからこそ、

日本が世界の中で果たす役割は大きくなっており、未来に向けて今こそ真剣にグローバル人材育成を打ち出し

ていく時である。 

 そこで、政府には大きな旗を立ててほしいが、同時に本協議会が最初に旗を立て、国ができない、すなわち税金

だけではできない、官民協働だからこそできる取組みを行うことが重要である。 

 「トビタテ！留学JAPAN」の特異性は、本プロジェクトに関わった人の“つながり”を活性化させて付加価値を生み

出していくことにある。留学や奨学金制度は各社独自で実施したい、あるいは国の方針だから税金でやればよい

という考え方もなくはないが、「グローバル人材育成」と「コミュニティ形成」という二つの要素を持つ付加価値とい

う観点から見ると、単独企業や単独組織が行う奨学金制度、留学制度では、トビタテほどの付加価値を生むこと

は難しい。従って、本プロジェクトの意義について、関係するステークホルダーの皆さんに幅広く理解していただく

ことが不可欠である。 

 「トビタテ！留学 JAPAN」の事業計画について、これまでの成果も生かしながら、ポストコロナ時代を見据えた国

のグローバル戦略の中で貢献していく取組みと位置づけ、本協議会が引き続き支援していきたい。 

 

なお、全文は、「トビタテ！留学 JAPAN」 ウェブサイトをご参照ください。 https://tobitate.mext.go.jp/about/ 
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